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延
宝
九
（
一
六
八
一
・
天
和
元
）
年

八
月
二
十
三
日
、
土
佐
藩
四
代
藩
主
山

内
豊
昌
は
、
土
佐
郡
薊
野
村
（
現
・
高

知
市
薊
野
）
の
陽よ

う

貴き

山ざ
ん

國こ
く

清せ
い

寺じ

見け
ん

龍り
ゅ
う

院い
ん

を
訪
れ
た
。
境
内
に
新
築
さ
れ
た
徳
川

将
軍
家
代
々
の
位
牌
殿
に
参
拝
す
る
た

め
で
あ
る
。
巳
上
刻
（
午
前
十
時
頃
）

に
見
龍
院
に
到
着
し
た
豊
昌
は
、
位
牌

殿
参
拝
に
際
し
て
、
各
種
献
上
品
の
ほ

か
、
藩
祖
山
内
一
豊
が
賜
っ
た
家
康
自

筆
書
状
を
奉
納
し
た
。
参
拝
に
は
、
深ふ
か

尾お

主も
ん
ど水
ら
十
余
名
の
重
臣
が
付
き
従
い
、

一
行
は
参
拝
の
後
、
隣
接
す
る
天
王
宮

に
参
詣
。雑
煮
を
食
す
な
ど
し
、未
刻（
午

後
二
時
頃
）
に
帰
城
し
た
こ
と
が
、『
豊

昌
公
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
位
牌
殿
は
、
前
年
の
二
月
着
工
、

こ
の
年
四
月
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
家

康
か
ら
家
綱
ま
で
四
代
の
徳
川
将
軍
の

位
牌
が
納
め
ら
れ
た
。
豊
昌
奉
納
の
家

康
書
状
は
そ
の
後
「
御
神
体
」
と
し
て

祭
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
見
龍
院
が
別
当
を
勤
め
た
天
王
宮
は
、

二
代
藩
主
山
内
忠
義
が
、
寛
永
十
八

（
一
六
四
一
）
年
、
山
内
氏
の
旧
領
で
あ

る
遠
州
（
現
・
静
岡
県
）
掛
川
か
ら
牛ご

頭ず

天て
ん
王の
う
を
勧
請
し
て
造
営
し
た
も
の
で
、

産う
ぶ

土す
な

神が
み

と
し
て
歴
代
藩
主
の
崇
敬
を
受

け
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
は
改

称
さ
れ
て
掛
川
神
社
と
な
っ
た
。

　

位
牌
殿
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
『
土
佐
郡
神
社

明
細
帳
』
の
掛
川
神
社
の
項
に
よ
れ
ば
、

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
、
十
二
代

藩
主
山
内
豊
資
に
よ
っ
て
、
掛
川
神
社

西
の
新
社
殿
に
東と

う

照し
ょ
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

と
し
て
遷せ
ん

祭さ
い

さ
れ
、
明
治
元
年
に
は
東
照
神
社
と

改
称
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に

掛
川
神
社
に
合
祭
さ
れ
た
。

　
現
在
、
掛
川
神
社
拝
殿
正
面
の
庇
ひ
さ
し

下し
た

に
は
、
徳
川
家
の
家
紋
で
あ
る
三
つ
葉

葵
紋
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
家
康
を
神
と

し
て
祭
る
東
照
宮
の
勧
請
は
、
全
国
諸

藩
に
見
ら
れ
た
動
き
で
は
あ
る
が
、
幕

末
の
土
佐
藩
の
政
治
的
立
場
を
念
頭
に

そ
の
家
紋
を
見
る
時
、
あ
る
種
の
感
慨

を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

掛
川
神
社
の
三
つ
葉
葵
紋

渡
邊　
哲
哉

高
知
県
立
図
書
館

掛川神社拝殿正面の庇下

ー
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最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
聞
き
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
「
S
D
G
s
」。
で

も
、
実
際
は
「
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
自

分
に
は
関
係
な
さ
そ
う
」
と
思
っ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
2 

0 

1 

5
年
、
地
球
や
人
類
繁
栄
の

た
め
に
、
全
世
界
が
2 

0 

3 

0
年
ま
で

に
達
成
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
た
「
我
々

の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
2 

0 

3 

0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前

文
で
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」「
す

べ
て
の
人
々
の
人
権
を
実
現
す
る
」
と

宣
言
さ
れ
て
お
り
、
人
権
尊
重
の
理
念

が
基
礎
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
2 

0 

3 

0
ア
ジ
ェ
ン

ダ
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
行
動
目
標
が
17

の
目
標
と
1 

6 

9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構

成
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は「
5
つ
の
Ｐ
」が
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
（
下
表
）。こ
れ
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
め
ざ
す
未
来
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
は
「
５
つ
の
Ｐ
」
を

よ
り
具
体
的
に
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
今
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
コ
ラ
ム

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
め
ざ
す
「
地
球
上

の
全
て
の
人
が
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
未
来
」
を
描
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
根
底

か
ら
支
え
る
「
人
権
尊
重
」
の
理
念
を

踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　
身
の
回
り
の
課
題
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
つ

な
が
り
を
知
り
、
一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

くらしの中の

SDGs

column
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
のめ

ざ
す
未
来

すべての人の尊厳や平等が守ら
れ、健康な環境で生活できる

将来の世代のために、地球の天
然資源と気候を守る

パートナーシップ 達成できるようにすべての国と
人が参加する

豊かな生活を送れるよう、自然
と調和した経済や社会、技術を
進歩させる

恐怖や暴力のない、平和で公正
な社会を実現する
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市役所の 推 しゴト

高知大生とのコラボで、 ごみ拾いをスポ
ーツに見立てた清掃活動「スポG

ゴ ミ
OMI」の

実施、 地域の山野草を活用した防災食づ
くりなど、「自分たちの住む地域や学校の
周りを今よりももっと楽しくするための
活動」や「誰かが喜んでくれる活動」を通じ
てまちづくりに取り組んでいます。

その他の活動はこちらから▶

【問い合わせ】地域コミュニティ推進課☎ 823-9080

photo
News

ま
ち
の
出
来
事
を
写
真
で
お
届
け

2023

2 . 1
〔  水  〕

2.28
〔  火  〕

詳しくは
Facebook で♪

地域コミュニティ推進課 編

■こんな仕事をしている課です

地域コミュニ
ティの活性化

市民活動の
サポート

知っていますか？ 
事業者や個人の方からの寄付金などで積み立てた基金を活用して、子ど
もたちの自由なアイデアで取り組むまちづくり活動を支援しています。 

見
て
ね
♪

■子どもたちの活動

市役
所のお仕事

を紹介します

19 〔日〕2月 日

「高知龍馬マラソ
ン」3 年ぶりの開
催

県内外から参加した総勢 6,988 人が土佐路を駆け
抜けました。

12 〔日〕2月 日

光と映像で幻想的
に彩られた高知城

高知商業高校生が「高校生が伝える高知の魅力 
with time traveler」をテーマにプロジェクション
マッピングを披露しました。

9 〔木〕2月 日

鏡川流域関係人口
創出事業に対する
寄付への市長表彰

㈱千代田コンサルタントを市長表彰しました。その
ほか、第一生命保険㈱、あいおいニッセイ同和損害
保険㈱、㈱ JECC からも寄付をいただきました。

21 〔火〕2月 日

芸術振興と担い手
育成のための寄付
への市長表彰

高知の芸術文化を担う若い世代の作家を応援した
いとの思いから寄付と絵画を寄贈いただいた柴田
惠子さんを市長表彰しました。

4 〔土〕2月 日

ほおっちょけんが
オーテピアに登場

参加した子どもたちは、支え合いのシンボル「ほ
おっちょけん」の塗り絵や工作コーナーなどを楽
しみながら、支え合いの大切さを学んでいました。

26 〔日〕2月 日

「こじゃんと ! ゆり
海道」を開催

高知産のユリや草花を使ったフラワーアレンジメ
ント教室や地元グルメを堪能できるマルシェなど
が行われ、多くの来場者で賑わいました。

11
ペ
ー
ジ
も

その他の
業務内容は
こちらから

▼

▲地域コミュニティ推進課の皆さん
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